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　　 脊鮃 轍 節外套緬 鱠 の 細 nvLF的研 究 1・ AIk ・ line　ph ・ sphatase 及 び嗜鏤 性網状纏維 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　 熊本哲 三 （和 歌山 医 大 解続り

稱僂類 （ト 母 マ ガ ヘ エ ル ・ウ シ ガ エ ・V ♪ft．類 （ヒ メ 夙 フ ナ ）鳥類 （ニ ハ ト 男 腱蝋 類 （ナ ソ キ ソ ネ ズ

  シ ロ ネ ズ ミ ，テ ン ジ タ ネ ズ ミ ，ハ ム ス タ ー，ウ サ ギ，ネ ゴ ．ヒ b 屍 体， の 脊 髄 神 経 節 を Gomori ，
Takamatsu の 変法 f渚水 ・有薗法｝ に よ り alkaline 　phosphatase の 検出及び Bielschowsky 鍍 銀法 ｝こ

よ つ て 検 し，宍 の ご とき観察所 見 を得 た 。　　　　　　　　　　　
「
　　　　　　　　　 ・

　alkaline 　phosphatase ｛ま魚類 ，シ ロ ネ ズ ミ及 び ナ ン キ ソ ネ ズ ミ を 除き他の 試供動物 に 於 て 外套細 胞に 認

め られ る ウ 其 の 反応 は 短時 間 の incuba亡jon で は 外套絏 胞 核 の 近 傍に 見 られ ，長 時 聞 の inCubation に よつ

て は 神経節緬 包を 覆 弓獅 獄 を 呈す る
。

Bi6！・・h・ wsky 　l灘 蹤 に よ る と神経節細雅は 二 種 類の 嗜鑞 生網状線

維 に よ り覆われ る 。 即ち 一は 粗穴 な纏 状 を示す が 二 は繊網で 黒染 し，よ り 細 か い 網 目 を作 る 。 後 者 は よ り内

測 に 位 し外套細 胞 と密接な 関 係 を 有 す る 様 に 見 え る 。

間 gly … 叩 h ・ ・platase 　 h；ts体 内 で ど の よ 5 な機能 ｝こ 役 立 つ て L・る と考 え る の か 。 〔村 上哲英 ）　 答

sodium
　glycerophosphate を使 用 し た D 外套細胞 と網状纎維 phosphatase の 関係 を み る た め で あ る が ，

ま だ 結 論 鵠 な問題 を 見 出 せ ない 。

　　　　　 數種 の 魚類 の 鱗 化腺 綱 胞 の 樮 と 孵化顆 粒 の 關倒 二 つ い て 西 田 秀夫 （北 大 ・瑾 ・動）

　 サ ケ ， マ ス ，イ バ ラ ト ミ ヨ ， ニ シ ソ ， コ ヒ
， ドジ 冒 ウ の 孵化 腺 1こ お げ る核 と孵化 顆顎 と の 消長 を 観察 し ，

・
核 と孵 化顆 粒 と の 聞 に 如 何 な る 関係 が あ る か考察 した 。 即 ち こ の 6 種 の 5ち最 も観 察 しや す い サ ケ に つ い て

見 る に 最初 口 艀 上 皮 中 の あ る細｝包り 仁 が 増穴 し，遂 に は 核全体 が Ileidenhain の 鉄 ヘ
マ ト キ シ リ ン に 染 ま

る 様 に ケる ・ 続 い て 楓 こ 密接 し て ミ ト コ ン 河 ア 様物 飾 覲 れ ，津欧 絃 納 ｝こ 拡 が る．こ の 物質 は 増殖 し多
数 の 大 きな黷 粒状 の ミ ト コ ソ b

’
・Y ア と な る 。 こ れ が 即 ち 孵化顆粒

一
偽 る 。 こ の 孵化顯 粒 は 孵 出 が 始 ま る頃 急

に 萎縮 し細 抱自体 小 さ くな り、核 も訳 第 に 消失 し騨化 腺 は 遂 に 消失 して しま 5。と の 様な孵化 腺に お け る 榎

特 に 仁 の 形 態 変 化 と 卿 化 顆 粒 の 生 成 過程 ぱ CEspersson の 細豸包質蛋白 の 形成 に お け る 複 の 役割 に つ い て の

考 え を 裏づ け る よ うに 見 え る 。

　 問　ユ冫酸 化黷 粒は酸化 の 際細鉋体 か ら 放 出 さ れ な い と い 5考 え 方 なの か 。 　 2）細 胞体内 に 残 る と は 考 え

ら れ な い か ら更 に よ く観察 され たい 。 （山 田 民鞫 　答 演題 の 主 旨に そわ ない 質 問で あ る が ， ユ）種 類に

よ つ て 違 5 よ 5に 考え る 。
2）購化 顆粒 は 細胞内 に 残 ら ない 。

　　　　　　　　　 膵細 胞分泌 の 位 差 法 に よ る研 究 　北田 仁
一 （浪速大 ・教 育 ・生 ）

−H’日鼠膵 細 自の チ モ ーゲ ソ 顆粒形 成 を主 と し て 位相差 法 に よ つ て 概究 し た。1e 圭 29 の 動物に 19 あ た り，
O、1 〜0．2mg の 塩 酸 ピ ロ カ ル ビ ン を 腹 腔 内 に 注 射 した 後 ，チ モ ーゲ ン 顆 粒復 i日 時 に お け る 細 胞 を dark

medium ま た は dark 　 low を用 い て 観察 した 1 注 射蒄後 に は 細胞 の 線腔端 に 黒色均 質 1）チ モ 尸ゲ ソ 顆粒を

認 ぬ 核 と 前者 と り 闘 に 数 腿 の ミ エ リ ソ 形 を 7，し 薄黄色 に 輝 く ゴ ル ジ 体 が 認め らtzる 。 こ の t の は E ，　Ries

（
’
36）が y ．s

・
コ ソ ド リ ア と 呼 ん だ も の に 一

致す る と考 え る ． ミ ト コ ン ドリ ア は薄墨色 の 短捍状 ま た は 棒状 で

榎周辺 に 散在 す る。 ピ 卩 カ ル ピ ソ 浣 蔚 後 ユ 時 聞 で テ モ ーゲ ソ 顆 粒 は 線 聹 端 に 一層 を 残 す程 度 に 減少 し，ゴ ル

ジ 体 の 存在 も甚 だ 明瞭 と な る 。
2〜7 時 聞 の 間 己 畿旧 が 徐 々 に な さ

．
れ コ

’
ル ジ 体 は や や増加す る 。 ミ ト コ ソ ド

リ ア に．嫉殆 ど 変化 な く ， チ モ 冖ゲ ン 顆 粒 は 24 時 間後 に は 完 至 に 復 旧 す る 。チ モ 尸ゲ ソ 顆 粒 が ゴ ル ジ 体 ま た

は ミ ト コ ソ ド リ ヤ か ら，ヌ 氤 そ れ に．接 しLC ，生 ずる とい 弓証 拠 は なに も 得 られ な か つ た e

　問　 リ ポ コ ソ ド リア と ゴ ル ジ 氏体 とは 量的 に 頗 る差 が あ る と思 5が ど 5 か 。 て多鑼尾 四郎 ）　 答 　位さ目差

法 に よ り認 め ら れ た ゴ ル ジ 氏体 を中徃 赤 等 の 財 轢 色 法 等 の 結 果 よ リ リボ コ ソ ド
’
」ア と同

一
の も の と 考 え

る n

（ 46 ）
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